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独
立
自
主
管
理
労
働
組
合
「
連
帯
」

の
レ
フ
・
ワ
レ
サ
を
資
金
面
で
支
援
し
、

東
側
諸
国
の
共
産
主
義
を
瓦
解
さ
せ
た

の
は
、
ロ
ナ
ル
ド
〝
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク

ス
〞
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
ポ
ー
ラ
ン
ド

る
回
勅
「
レ
ー
ル
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ル
ム
」

を
発
布
。
作
成
に
参
与
し
た
経
済
学
者

の
畏
兄
・
宇
沢
弘
文
氏
は
述
懐
し
ま
す
。

そ
れ
は
「
社
会
主
義
の
弊
害
と
資
本
主

義
の
幻
想
」
を
主
旋
律
と
し
、
資
本
主

義
と
社
会
主
義
の
二
つ
の
経
済
体
制
を

超
え
て
、
人
間
的
尊
厳
と
魂
の
自
立
、

人
々
の
基
本
的
権
利
が
確
保
さ
れ
る
経

済
体
制
を
希
求
・
実
現
せ
よ
と
の
問
題

提
起
だ
っ
た
と
。

　

即
ち
早
晩
、
公
益
＝
国
民
益
を
忘
れ

た
米
国
型
の
株
主
資
本
主
義
、
中
国
型

の
国
家
資
本
主
義
が
齎も
た
ら
す
課
題
を
、

精
力
的
に
世
界
各
国
を
訪
問
し
、「
空

飛
ぶ
聖
座
」
と
呼
ば
れ
た
教
皇
は
逸
早

く
預
言
し
て
い
た
の
で
す
。

　

二
二
年
後
の
昨
年
十
一
月
二
六
日
、

第
二
六
六
代
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
は
自
ら
筆
を
執
っ
て
二
八
八
節
に
及

ぶ
使
徒
的
勧
告
「
福
音
の
喜
び
＝
エ
ヴ

ァ
ン
ジ
ェ
リ
イ
・
ガ
ウ
デ
ィ
ウ
ム
」
を

発
布
し
ま
す
。

「
日
本
の
針
路
は
ど
こ
に
向
い
て
い
る

の
か
。
我
等
の
漠
た
る
不
安
に
百
人
の

叡
知
が
答
え
る
」
と
銘
打
っ
て
「
文
藝

春
秋
」
六
月
号
が
特
集
し
た
「
安
倍
総

理
の
『
保
守
』
を
問
う
」
で
、
僕
は
そ

の
一
節
を
引
用
し
、
こ
れ
ぞ
「
市
場
万

能
主
義
＝
私
益
資
本
主
義
」
へ
の
容
赦

な
き
警
告
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

「
多
く
の
人
々
は
貢
献
す
べ
き
仕
事
を

得
ら
れ
ず
、
挑
戦
す
べ
き
機
会
も
与
え

ら
れ
ず
、
そ
の
状
態
か
ら
抜
け
出
る
事

さ
え
叶
わ
ぬ
中
で
排
除
さ
れ
・
疎
外
さ

れ
」、「
人
間
も
そ
の
存
在
自
体
、
使
用

後
に
は
即
廃
棄
に
至
る
消
費
財
と
見
な

さ
れ
て
い
る
。
斯
く
な
る
〝
使
い
捨

て
〞
文
化
を
我
々
は
生
み
出
し
、
而し
か

も

急
速
に
蔓
延
し
て
い
る
」。

　

が
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

は
既
に
半
年
が
経
過
し
た
五
月
末
に
至

っ
て
も
邦
訳
を
発
表
し
て
い
ま
せ
ん
。

故
に
そ
の
訳
文
は
僕
の
拙
訳
。
加
え
て

日
本
の
新
聞
各
紙
は
終
始
一
貫
、〝
黙

殺
〞
と
呼
ぶ
べ
き
対
応
な
の
で
す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
国
民
の
五
人
に

一
人
に
過
ぎ
ず
、
富
め
る
者
が
更
に
富

め
ば
、
貧
し
き
者
に
も
富
が
滲
透
す
る

と
唱
え
た
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
に
象
徴
さ

れ
る
新
自
由
主
義
の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン

理
論
を
編
み
出
し
た
ア
メ
リ
カ
で
の
反

応
と
は
極
め
て
対
照
的
で
す
。

「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
」
は
即
日
、

「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
〝
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
経
済
〞
を
批
判
」
と
題
し
、「
拡

が
る
貧
富
の
格
差
と
市
場
経
済
の
行
き

過
ぎ
を
厳
し
く
指
弾
」
と
一
面
で
報
道
。

経
済
紙
の
「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
も
「
教
会
は
弱
者

救
済
を
│
ロ
ー
マ
教
皇
、
経
済
的
不
平

等
を
批
判
」
と
題
し
、「『
汝
、
殺
す
な

か
れ
』
の
戒
律
が
人
間
生
活
の
価
値
を

守
る
上
で
の
明
確
な
制
限
を
課
し
て
い

る
の
と
同
じ
く
、
我
々
は
今
日
、
排
除

と
不
公
正
な
経
済
に
『
汝
、
向
か
う
な

か
れ
』
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
一

節
を
長
尺
記
事
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

資
本
が
自
由
に
国
境
を
超
え
、
事
業

展
開
す
る
国
家
で
税
金
を
支
払
わ
ぬ
多

国
籍
改
め
無
国
籍
な
モ
ン
ス
タ
ー
企
業

が
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
来
の

国
民
国
家
＝
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト

よ
り
も
上
位
に
立
っ
て
消
費
者
＝
国
民

を
差
配
し
、
社
会
や
家
族
の
人
間
関
係

や
文
化
・
伝
統
と
い
う
「
市
場
で
は
数

値
に
換
算
出
来
な
い
物
」
は
価
値
ゼ
ロ

だ
と
捉
え
る
金
融
資
本
主
義
へ
の
異
議

申
し
立
て
に
、
米
国
を
代
表
す
る
メ
デ

ィ
ア
は
敏
感
に
反
応
し
た
の
で
す
。

　

遡
っ
て
一
九
八
三
年
、
文
化
功
労
者

に
選
ば
れ
た
宇
沢
氏
が
宮
中
で
昭
和
天

皇
に
、
新
古
典
派
経
済
学
が
ケ
イ
ン
ズ

が
市
場
原
理
主
義
が
社
会
的
共
通
資
本

が
と
縷る

々る

進
講
す
る
や
途
中
で
、「
君
！

君
は
経
済
、
経
済
と
言
う
け
ど
、
人
間

の
心
が
大
事
だ
と
言
い
た
い
の
だ
ね
」

と
仰
っ
た
逸
話
を
想
起
し
ま
し
た
。
が
、

果
た
し
て
昨
今
、
日
本
の
政
官
財
学
報

は
、
そ
の
「
福
音
の
喜
び
」
と
の
通
奏

低
音
を
理
解
し
得
る
で
し
ょ
う
か
？

出
身
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
〝
共

闘
〞
の
為
せ
る
技
で
し
た
。

　

そ
の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
東
西

ド
イ
ツ
統
一
翌
年
の
一
九
九
一
年
、

「
新
し
い
事
」
を
ラ
テ
ン
語
で
意
味
す 「福音の喜び」

★
次
号
7
月
号
の
発
行
日
は
6
月
27
日
（
第
4
金
曜
日
）
で
す
。


